









The Twice Extracting Method of the Local Anesthetics 
in Human Blood for the Gas Chromatographic Study





















































5N－NaOH1 1 1 1ml
Lidocaine1．252．5 5 10μ9／ml
Prilocaine1．252．5 5 10μ9／ml
Mepivacaine5 5 10 10μ9／ml
































試　料　番　号 （1） （2） （3） （4）
5N－NaOH2 2 2 2ml
Lidocaine1．252．5 5 10μ9／ml
Prilocaine1．252．5 5 10μg／m1
Mepivacaine5 5 10 10μ9／ml
ヒトの血漿 2 2 2 2m1

























































































































































試料番号 （1） （2） （3） （4）
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図4　Lidocaine及びPropitocaineの検量線
上にのべたピーク干渉が現われる．そこで浅田ら
4｝はHC1を用い局所麻酔剤を抽出し，他の有機易
溶解性物質の溶出による移行を防止する2回抽出
法を発表した．
　局所麻酔剤はアルカリ溶液中では非イオン型が
多くなり有機溶媒に溶け易く，酸性溶液中ではイ
オン型が多くなり水に溶け易くなることはよく知
られている4）5｝．これに基いて，血漿中からの局
所麻酔剤の分離は非イナン化した状態で有機溶媒
に移行させ，濃縮し測定するが，無機溶媒から有
機溶媒中へ移行させる過程で血漿中に含まれてい
る脂肪などの有機易溶解性の物質も同時に移行
し，これらが測定上誤差を生ぜしめる原因となる．
そこで血漿中に含まれる有機易溶解性の物質を除
去するために無機溶媒中に移し，さらに有機溶媒
中に移す操作が必要となる．
　今回我々はCCI，を抽出溶媒として2回抽出法
を用いた結果，有機溶媒中に白濁を生ずることも
なくガスクロマトグラム上に明瞭な局所麻酔剤の
ピークのみを認めた．また各局所麻酔剤の保持時
間は，同様な実験である浅田ら4｝の報告と近似す
るものであった．また対照群と血漿を使った場合
の検量線が互い類似していたことより，血漿を
使った場合も2回抽出により局所麻酔剤が対照群
と同様に抽出されると考えられた．このように2
回抽出法は血漿中の有機易溶解性物質を除去でき
るので有利であるが，回収率の点で問題がある．
浅田ら41は2回抽出法とガスクロマトグラフィー
によってPrilocaine　7）8｝及びMepivacaineを内
部標準物質としてLidocaineなどの同時定量を
行った．これはC14－Prilocaineを用いて抽出操作
前後のradioactivityを測定し，そのカウント比
をもって回収率としている．その結果Prilocaine
松本歯学　6（1）1980
については95％以上の回収率を得，Lidocaine及
びMepivacaineの回収率はPrilocaineのピーク
面積と比較することにより90％以上が得られた
という4）．今後内部標準物質としてMepivacaine
の放射性同位元素を用いた回収率の確認を行う必
要がある．
　内部標準物質としてMepivacaineを用いたが，
その理由はガスクロマトグラフ操作時の誤差を相
殺する目的では同じ非エステル型の局所麻酔剤が
良いと考えたからである．
　なお，実験方法にっいて考察するとカラム温度
は低い程分離は大きくなる一方，試料成分の沸点，
分析に要する時間などを考慮して，分離能を妨げ
ない最高温度を200℃と設定した．キャリアガス
は拡散系数の小さいN2ガスを使用し，流速40
m1／min．において成分の溶出時間及び分離能に関
・し最も良好なピークの発現を認めることが予備実
験の段階でわかった．
　以上，2回抽出法は各種麻酔剤の作用発現と血
中濃度の関係，経時成変化などを知る上に有用で
あると考えられる．
ま　　と　　め
　血液中の局所麻酔剤の濃度をガスクロマトグラ
フィーで測定するために，CCI4を抽出溶媒とした
2回抽出法について検討した結果，ガスクロマト
グラフ上でピークの干渉もなく，血中の局所麻酔
99
剤のみのピークを認め，良好な結果を得，今後十
分に応用できる方法と考えられた．
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